
第２回　へき地・地域医療学会シンポジウム
地域医療研修ワークショップ　8月23日（土）13:00～16:00開催

１．テーマ：『地域で医師を育てるために』


主催：社団法人地域医療振興協会

２．対象：医学生（地域枠・へき地枠・自治医大）、研修医（初期、後期）、医師


教育関係者（大学、研修病院）、行政担当者（地域枠担当など）
３．会場：海運ビル2階ホール

４．趣旨：
・将来、地域医療に携わる医学生・研修医と地域医療現場の医師とが集い、地域で医師を育てるために何ができるのか議論し、これからの地域医療教育へ提言としてまとめる。
５．進行　　座長：名郷直樹、福士元春
13:00
アイスブレイク

13:20
全体　問題提起

1) はじめに

2) 地域へ出て－研修医からの報告（5分）

3) 地域へ出て－医師からの報告（5分）

13:40
グループワーク　これまでの地域医療


これまでの地域医療の経験を共有する

14:00
ミニレクチャー　地域医療教育の3つの取り組み

1) 大学から　地域医療学センター地域医療人材育成部門　三瀬　順一（5分）

2) 地域病院から西吾妻福祉病院　三ツ木　禎尚（5分）

3) 地域診療所から　郡上市地域医療センター国保和良診療所　後藤　忠雄（5分）
14:20
休憩

14:40
グループワーク　これからの地域医療


地域で医師を育てるために、これから何ができるか？


グループで提言をまとめてください

15:25
発表

15:50
総括
第2回へき地・地域医療学会　一般演題　　　　　　　　H.20.8.16現在

	No.
	演題名
	発表者名
	所属

	１
	MRIの時間外有効利用
	中村 道宏
	市立奈良病院
医療技術部
放射線室

	２
	へき地・離島、医師巡回、派遣ヘリの活用
～ヘリコプターを活用した

医師不足対策の可能性を探る～
	森井 秀明
	日本ヘリ共同運用機構

	3
	地域医療における日本外傷初期診療

ガイドライン(JATEC)の有用性について
	須原 貴志
	下呂市立金山病院

外科

	4
	ソーシャルネットワーキングサービスを

活用した離島保健師の確保・定着への

取り組み
	関口 祐子
	東京大学大学院

医学系研究科

公共健康医学専攻

専門職学位課程1年

	5
	“Significant Event Analysis(SEA)“

からみた地域医療必修実習の教育効果と問題点
	宮田 靖志
	札幌医科大学医学部　

地域医療総合医学講座

	6
	緊急臨時的医師派遣による地域医療再生と派遣医の役割及び問題点
	鳥越 弘幸
	医療法人

青木内科小児科医院


シンポジウム１-8月24日（日）9:00～12:00開催
1. テーマ：『地域医療崩壊－再生への道－』主催：社団法人地域医療振興協会 

2. 会場：海運ビル２階ホール
3. 趣旨　地域医療崩壊の現場からの報告を踏まえ、各地域での先進的な取り組み事例の紹介を
中心に今後の再生への道のりを探る。
4. 進行
座長：社団法人地域医療振興協会　地域医療研究所　所長　山田　隆司

　　　　　　会場アドバイザー：社団法人地域医療振興協会　布施　勝生

9:00-9:10
開会



社団法人地域医療振興協会　理事長　吉新　通康

9:10-10:40　　　シンポジウム

1.　「わが国の地域医療の現状について」（15分）



厚生労働省　医政局指導課　中谷課長補佐
2.　「鹿児島県の地域医療の実情」（15分）



鹿児島県　大隅地域振興局保健福祉環境部　宇田英典
3.　「北海道における再生事例」（15分）



江別市立病院　副院長　阿部　昌彦　
4.　 「自治体病院の立場から」（15分）
自治体病院協議会　会長　赤穂市民病院　院長　邉見　公雄　

　　　　　　　　　　
5.　 「次世代の医師の育成」(15分)
　　　　　　　　　　ハワイ大学卒業後臨床研修事業団　真栄城　優夫


　　
6.　「地域医療振興協会の取り組み」（15分）

（社）地域医療振興協会　理事長　吉新　通康
　　　　10:40-10-50　　休憩
10:50-11:50　　シンポジウムに関する会場討論【60分】


　　　

11:50-12:00
シンポジウム総括【10分】　
　　　　　　　　　　　　閉会　
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